
(57)【要約】

【課題】　従来技術ではディスク装置内のひとつの区画

をひとつのＲＡＩＤレベルを構成する区画グループに固

定的に割り当てるため、区画分割を行う際に想定した利

用状況が実際の利用状況と合致しない場合、特定の区画

がほぼ満杯であるにもかかわらず、他の区画はあまり利

用されていない状況が発生し、ディスク全体の利用効率

が悪くなる問題がある。

【解決手段】　ファイル管理プログラム（通常「ファイ

ルシステム」と呼ばれる）が管理するファイル管理テー

ブルに、ファイル毎に、ファイルの記憶方法と、ディス

ク装置の識別子とそのディスク装置の内部での記憶位置

情報の組合せの複数個と、を記憶することで、ひとつの

区画に異なるＲＡＩＤレベルが混在した記憶システム及

び記憶方法を実現する。

【選択図】　　　　図８
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 フ ァ イ ル 毎 に 、 フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 と 、 デ ィ ス ク 装 置 の 識 別 子 と そ の デ ィ ス ク 装 置 の 内
部 で の 記 憶 位 置 情 報 の 組 合 せ の 複 数 個 と 、 を 記 憶 可 能 な フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 有 す る こ
と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム に お い て 、
　 個 々 の デ ィ ス ク 装 置 内 の 空 き 容 量 の 記 憶 ／ 更 新 処 理 部 を 有 し 、 書 き 込 み を 行 う 際 に 空 き
容 量 の 大 き い デ ィ ス ク 装 置 か ら 優 先 的 に 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム に お い て 、
　 個 々 の デ ィ ス ク 装 置 内 の 空 き 容 量 の 記 憶 ／ 更 新 処 理 部 と 、 空 き 容 量 の 少 な い デ ィ ス ク 装
置 を 利 用 し 、 か つ 、 空 き 容 量 の 多 い デ ィ ス ク 装 置 を 利 用 し て い な い フ ァ イ ル の 検 索 処 理 部
と 、 当 該 フ ァ イ ル の 移 動 処 理 部 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム に お い て 、
　 次 に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 書 き 込 む べ き デ ィ ス ク 装 置 を 特 定 す る 情 報 の 記 憶 ／ 更 新 処 理 部
を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 フ ァ イ ル 毎 に 、 フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 と 、 デ ィ ス ク 装 置 の 識 別 子 と そ の デ ィ ス ク 装 置 の 内
部 で の 記 憶 位 置 情 報 の 組 合 せ の 複 数 個 と 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル に 記 憶 す る こ と を 特 徴 と
す る デ ー タ 記 憶 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 方 法 に お い て 、
　 個 々 の デ ィ ス ク 装 置 内 の 空 き 容 量 を 記 憶 ／ 更 新 す る ス テ ッ プ を 有 し 、 書 き 込 み を 行 う 際
に 空 き 容 量 の 大 き い デ ィ ス ク 装 置 を 優 先 的 に 選 択 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 方 法 に お い て 、
　 個 々 の デ ィ ス ク 装 置 内 の 空 き 容 量 を 記 憶 ／ 更 新 す る ス テ ッ プ と 、 空 き 容 量 の 少 な い デ ィ
ス ク 装 置 を 利 用 し 、 か つ 、 空 き 容 量 の 多 い デ ィ ス ク 装 置 を 利 用 し て い な い フ ァ イ ル を 探 し
出 す ス テ ッ プ と 、 当 該 フ ァ イ ル を 移 動 す る ス テ ッ プ と を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記
憶 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の デ ー タ 記 憶 方 法 に お い て 、
　 次 に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 書 き 込 む べ き デ ィ ス ク 装 置 を 特 定 す る 情 報 を 記 憶 ／ 更 新 す る ス
テ ッ プ を 有 す る こ と を 特 徴 と す る デ ー タ 記 憶 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
　 フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、 前 記 記 憶 方 法 に 従 っ て デ ー タ を ブ ロ ッ ク に
分 割 す る ス テ ッ プ と 、 書 き 込 み 先 デ ィ ス ク 装 置 及 び 書 き 込 み 場 所 を 決 定 す る ス テ ッ プ と 、
フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 更 新 す る ス テ ッ プ を 備 え た 書 き 込 み 処 理 手 順 を 有 す る デ ー タ 記 憶
方 法 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル か ら 管 理 情 報 を 取 得 す る ス テ ッ プ と 、 読 み 込 み 先 デ ィ ス ク 装 置 を
決 定 す る す る ス テ ッ プ と 、 デ ー タ の 読 み 込 み を 実 施 す る ス テ ッ プ と 、 全 デ ー タ ブ ロ ッ ク の
読 み 込 み 終 了 後 、 デ ー タ ブ ロ ッ ク を 連 結 す る ス テ ッ プ を 備 え た 読 み 込 み 手 順 を 有 す る デ ー
タ 記 憶 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 を 接 続 可 能 な 記 憶 装 置 に 情 報 を 記 憶 す る 方 法 に 関 す る も
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の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 を 利 用 し て 、 情 報 を 多 重 化 し 同 じ 情 報 を 複 数 の デ ィ ス ク に 記 憶 す る
こ と で 耐 障 害 性 お よ び 読 み 出 し 速 度 を 高 め た り 、 情 報 を 分 割 し て 記 憶 す る こ と で ア ク セ ス
速 度 を 高 め た り す る Ｒ Ａ Ｉ Ｄ 技 術 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 非 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ に は い く つ か の 種 類 が あ り 、 通 常 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル と 呼 ぶ 番 号 で 区 別 す る 。 例 え
ば 、 「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ 」 は 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 に 同 じ デ ー タ を 重 複 し て 書 き 込 む こ と で 、 い ず
れ か の デ ィ ス ク 装 置 が 障 害 に よ り 利 用 不 可 と な っ て も 別 の デ ィ ス ク か ら デ ー タ を 読 み 出 し
可 能 と す る 。 こ れ に よ り デ ー タ を 失 う 可 能 性 を 低 減 し て い る 。 さ ら に 、 全 て の デ ィ ス ク 装
置 に 同 時 に 読 み 出 し 指 示 を 送 り 早 く 反 応 し た デ ィ ス ク 装 置 か ら デ ー タ を 読 み 出 す こ と で 、
読 み 出 し 性 能 の 向 上 も 可 能 と す る 。 ま た 、 「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ 」 は 書 き 込 む デ ー タ を 特 定 の 長 さ
の デ ー タ ブ ロ ッ ク に 分 割 後 、 い く つ か の デ ー タ ブ ロ ッ ク 毎 に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク 生 成 し 、 こ
の デ ー タ ブ ロ ッ ク と そ れ に 対 応 す る パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 異 な る デ ィ ス ク 装 置 に 記 憶 す る 。
読 み 出 し 処 理 は 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 に 同 時 に 指 示 を 出 し 、 デ ー タ ブ ロ ッ ク を 連 結 さ せ る こ
と で 完 了 す る た め 高 速 に 処 理 可 能 で あ る 。 一 台 の デ ィ ス ク 装 置 の 障 害 に よ り ひ と つ の デ ー
タ ブ ロ ッ ク が 読 み 出 せ な く な っ て も 、 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク か ら 復 元 可 能 な の で 一 台 ま で の 耐
障 害 性 も 実 現 す る 。
　 こ の よ う な Ｒ Ａ Ｉ Ｄ 技 術 が 誕 生 し て し ば ら く の 間 、 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ を 構 成 す る デ ィ ス ク 装 置 は
同 じ 容 量 の デ ィ ス ク 装 置 を 組 み 合 わ せ る こ と が 想 定 さ れ て い た 。 容 量 の 異 な る デ ィ ス ク 装
置 を 組 み 合 わ せ て も 、 容 量 の 最 も 小 さ い デ ィ ス ク 装 置 の 容 量 し か 有 効 に 利 用 で き な か っ た
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の 問 題 を 解 決 す る 、 す な わ ち 、 容 量 の 異 な る デ ィ ス ク 装 置 を 組 み 合 わ せ た 場 合 で も 全
デ ィ ス ク 装 置 の 全 領 域 を 有 効 に 利 用 す る 方 法 が 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ て い る 。 本 文 献 で は
、 容 量 の 最 も 小 さ い デ ィ ス ク 装 置 の サ イ ズ で 記 憶 領 域 を 分 割 し （ 分 割 後 の 個 々 の 記 憶 領 域
を 「 区 画 」 と 呼 ぶ ） 、 そ れ ら を 集 め て ひ と つ の Ｒ Ａ Ｉ Ｄ を 構 成 し た 後 、 残 り の 区 画 で 別 の
Ｒ Ａ Ｉ Ｄ を 構 成 す る と い う 作 業 を 繰 り 返 し 、 こ の 構 成 情 報 を テ ー ブ ル で 管 理 す る こ と で 従
来 利 用 で き な か っ た 領 域 の 有 効 利 用 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に は 、 ク ラ イ ア ン ト か ら の 要 求 を 受 信 し て 、 各 ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー
ジ に 転 送 し 、 各 ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ か ら 受 信 し た 応 答 を を 結 合 し て 、 ク ラ イ ア ン ト に
送 信 す る こ と に よ り 、 専 用 の ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ 、 集 中 管 理 型 サ ー バ 、 分 散 デ ィ レ ク
ト リ を 用 い ず に 、 汎 用 の ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ と ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ ア ク セ ス 用 プ
ロ ト コ ル の 処 理 に よ り ネ ッ ト ワ ー ク ス ト レ ー ジ 仮 想 化 を 実 現 す る 技 術 が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 に 代 表 さ れ る デ ィ ス ク 装 置 の 利 用 方 法 に 関 す る 技 術 と は 別 に 、 デ ィ ス ク 装 置 に 記 憶
さ れ る 情 報 の 扱 い 方 に 関 す る 技 術 と し て 「 情 報 ラ イ フ サ イ ク ル 管 理 」 技 術 が あ る 。 情 報 ラ
イ フ サ イ ク ル 管 理 技 術 と は 「 そ の 種 別 に よ っ て 異 な り 、 時 間 の 経 過 と 共 に 変 化 す る 個 々 の
情 報 の ビ ジ ネ ス 上 の 価 値 に 応 じ て 、 そ の 記 憶 場 所 や 記 憶 方 法 を 変 化 さ せ る 管 理 手 法 」 を 指
す 。 例 え ば 、 あ る 文 書 の 作 成 段 階 で は 頻 繁 に 参 照 や 更 新 が 行 わ れ る た め 高 速 に ア ク セ ス で
き る 記 憶 方 法 で 格 納 す る こ と が 要 求 さ れ る が 、 そ の 後 、 作 成 作 業 が 終 了 し 、 さ ら に 時 間 が
経 過 す る と ア ク セ ス 頻 度 が 下 が る た め 低 速 で は あ る が 安 価 な 記 憶 方 法 で 格 納 可 能 と な る 、
と い っ た 状 況 が 考 え ら れ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ２ ４ ９ １ ３ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ５ ４ ７ ２ １ 号 公 報
【 非 特 許 文 献 １ 】 David　 A.　 Patterson， 　 Garth　 A． 　 Gibson　 and　 Randy　 H.　 Katz
， 　 ” A　 Case　 for　 Redundant　 Arrays　 of　 Inexpensive　 Disks　 (RAID)” （ http： /
/www-2.cs.cmu.edu/～ garth/RAIDpaper/Patterson88.pdf） ， 　 ACM　 SIGMOD　 Conference
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　 1988:　 pp　 109-116.
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 従 来 技 術 で は デ ィ ス ク 装 置 内 の ひ と つ の 区 画 を ひ と つ の Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル を 構 成 す る 区 画
グ ル ー プ に 固 定 的 に 割 り 当 て る た め 、 記 憶 領 域 を 分 割 し て 区 画 を 作 成 す る 際 に 想 定 し た 利
用 状 況 が 実 際 の 利 用 状 況 と 合 致 し な い 場 合 、 特 定 の 区 画 が ほ ぼ 満 杯 で あ る に も か か わ ら ず
、 他 の 区 画 は あ ま り 利 用 さ れ て い な い 状 況 が 発 生 し 、 デ ィ ス ク 全 体 の 利 用 効 率 が 悪 く な る
問 題 が あ る 。 こ の よ う な 問 題 へ の 対 応 と し て 、 区 画 サ イ ズ の 再 設 定 （ 拡 大 ／ 縮 小 ） を 可 能
と す る 技 術 も 存 在 す る が 、 サ イ ズ 縮 小 に 対 応 し て い な か っ た り 、 縮 小 前 に 未 利 用 ブ ロ ッ ク
を 区 画 の 特 定 の 位 置 （ 区 画 の 末 尾 な ど ） に 集 め る 処 理 が 必 要 で 、 こ の 処 理 に 長 い 時 間 が か
か る な ど 実 運 用 時 の 制 限 が 多 く 、 利 用 し に く い も の で あ っ た 。
　 ま た 、 あ る フ ァ イ ル の 価 値 の 変 化 に 応 じ て Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル を 変 更 す る 際 に フ ァ イ ル の 移
動 お よ び そ れ に 伴 う 物 理 パ ス の 変 更 を 余 儀 な く さ れ る た め 、 論 理 パ ス か ら 物 理 パ ス へ の 変
換 機 構 が 必 要 と な り 、 フ ァ イ ル 管 理 が 複 雑 に な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 本 発 明 で は 、 フ ァ イ ル 管 理 プ ロ グ ラ ム （ 通 常 「 フ ァ
イ ル シ ス テ ム 」 と 呼 ば れ る ） が 管 理 す る フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル に 、 フ ァ イ ル 毎 に 、 フ ァ イ
ル の 記 憶 方 法 と 、 デ ィ ス ク 装 置 の 識 別 子 と そ の デ ィ ス ク 装 置 の 内 部 で の 記 憶 位 置 情 報 の 組
合 せ の 複 数 個 と 、 を 記 憶 す る こ と で 、 ひ と つ の 区 画 に 異 な る Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル が 混 在 し た 記
憶 シ ス テ ム 及 び 記 憶 方 法 を 実 現 す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 の デ ー タ 記 憶 シ ス テ ム 及 び 記 憶 方 法 に よ る と 、 区 画 サ イ ズ の 変 更 な し に デ ィ ス ク
装 置 の 利 用 効 率 を 上 げ る こ と が で き る と い う 利 点 が あ る 。 ま た 別 の 効 果 と し て 、 情 報 の 価
値 の 変 化 に 応 じ て 記 憶 方 法 を 変 化 さ せ る 際 に 、 情 報 へ の パ ス を 変 更 す る 必 要 が な い た め 、
論 理 パ ス か ら 物 理 パ ス へ の 変 換 が 不 要 と な り 、 情 報 管 理 が 単 純 に な る と い う 利 点 が あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 、 フ ァ イ ル シ ス テ ム が 管 理 す る フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル に フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 お
よ び 、 記 憶 方 法 に 応 じ た フ ァ イ ル 記 憶 位 置 情 報 を 持 つ も の で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 は 、 図 １ に 示 す よ う に 、 ネ ッ ト ワ ー ク （ １ １ １ ） に 接 続 さ れ 、 Ｃ Ｐ Ｕ （ １ ０ １ ）
、 メ モ リ （ １ ０ ２ ） 、 表 示 装 置 （ １ ０ ３ ） 、 入 力 装 置 （ １ ０ ４ ） 、 通 信 装 置 （ １ ０ ５ ） 、
複 数 の デ ィ ス ク 装 置 （ １ ３ １ 、 １ ３ ２ 、 １ ３ ３ 、 １ ３ ４ ） を 備 え る 記 憶 装 置 （ １ ０ ６ ） か
ら 構 成 さ れ る 計 算 機 上 の フ ァ イ ル 管 理 プ ロ グ ラ ム （ １ ２ １ ） に よ り 実 現 さ れ る 。 フ ァ イ ル
管 理 プ ロ グ ラ ム （ １ ２ １ ） は フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） 、 デ ィ ス ク 管 理 情 報 （ １ ４
２ ） 、 記 憶 方 法 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ ３ ） を 利 用 す る 。 本 実 施 例 で は 4台 の デ ィ ス ク 装 置 を
備 え る 例 を 使 っ て 説 明 を 行 う が 本 発 明 は 2台 以 上 の デ ィ ス ク 装 置 が 備 わ っ て い れ ば 適 用 可
能 で あ る 。 デ ィ ス ク 装 置 の 台 数 は 実 現 で き る 記 憶 方 法 の 種 別 に 影 響 す る 。 例 え ば 、 ３ つ の
デ ー タ ブ ロ ッ ク に 対 し て １ つ の パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 す る Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ ） と
呼 ば れ る 記 憶 方 法 に は 少 な く と も ４ 台 の デ ィ ス ク 装 置 が 必 要 と な る た め 、 ３ 台 の デ ィ ス ク
装 置 し か 備 わ っ て い な い 環 境 で は Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ ） に は 対 応 で き な い 。 本 発 明 で
は デ ィ ス ク 装 置 の 台 数 以 下 で 実 現 可 能 な 全 て の 記 憶 方 法 を 実 現 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） の 例 を 示 す 。 ２ ０ １ に は 個 々 の フ ァ イ ル を 識 別
す る Ｉ Ｄ を 格 納 す る 。 例 え ば 「 Ｍ 」 は 当 該 情 報 が ユ ー ザ の フ ァ イ ル で は な く 、 管 理 情 報 で
あ る こ と を 意 味 す る 。 管 理 情 報 に は フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） 、 デ ィ ス ク 管 理 情 報
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（ １ ４ ２ ） 、 記 憶 方 法 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ ３ ） が 含 ま れ る 。 「 Ｆ １ 」 「 Ｆ ２ 」 な ど は 当 該
情 報 が ユ ー ザ の フ ァ イ ル で あ る こ と を 意 味 す る 。 ２ ０ ２ に は フ ァ イ ル 名 を 格 納 す る 。 ２ ０
３ に は フ ァ イ ル サ イ ズ を 格 納 す る 。 ２ ０ ４ に は 当 該 フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 を 格 納 す る 。 例 え
ば 「 Ｒ ０ ＋ １ 」 は 「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ０ （ ２ ） ＋ １ （ ２ ） 」 と 呼 ば れ る 、 「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ０ （ ２ ） 」 と
「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ （ ２ ） 」 を 組 み 合 わ せ た 記 憶 方 法 を 意 味 す る 。 本 記 憶 方 法 は デ ー タ を ２ 分 割
し て 、 並 列 に 書 き 込 み を 行 う と 当 時 に 、 ２ 台 の デ ィ ス ク 装 置 に 同 じ 情 報 を 書 き 込 む 方 法 で
あ る 。 　
ま た 「 － 」 は 多 重 化 や 分 割 な ど を せ ず に １ 台 の デ ィ ス ク 装 置 に の み デ ー タ を 記 憶 す る 単 純
な 記 憶 方 法 を 意 味 す る 。 ２ ０ ５ 、 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ７ 、 ２ ０ ８ に は フ ァ イ ル 記 憶 開 始 位 置 情 報
を 格 納 す る 。 例 え ば 「 Ｄ ０ ＿ ０ 」 は デ ィ ス ク 装 置 「 Ｄ ０ 」 の ブ ロ ッ ク 番 号 「 ０ 」 を 意 味 す
る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 フ ァ イ ル 記 憶 位 置 情 報 は 記 憶 方 法 に よ り 異 な る 意 味 付 け が 行 わ れ る 。 例 え ば 記 憶 方 法 が
「 Ｒ ０ ＋ １ 」 の 場 合 、 ２ ０ ５ に は 二 重 化 の 第 一 （ 正 ） の デ ー タ の 、 二 分 割 し た 一 方 の 側 （
先 ） の 記 憶 開 始 位 置 を 格 納 し 、 も う 一 方 の 側 （ 後 ） の 記 憶 開 始 位 置 を ２ ０ ６ に 格 納 す る 。
２ ０ ７ に は 二 重 化 の 第 二 （ 副 ） の デ ー タ の 、 二 分 割 し た 一 方 の 側 （ 先 ） の 記 憶 開 始 位 置 を
格 納 し 、 も う 一 方 の 側 （ 後 ） の 記 憶 開 始 位 置 を ２ ０ ８ に 格 納 す る 。 一 方 、 記 憶 方 法 が 「 －
」 の 場 合 、 す な わ ち 多 重 化 も 分 割 も 行 わ な い 場 合 、 ２ ０ ５ に 記 憶 開 始 位 置 を 格 納 す る だ け
で 、 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ７ 、 ２ ０ ８ は 利 用 し な い 。 ま た 、 記 憶 方 法 が 「 Ｒ ５ （ ３ ＋ １ ） 」 す な わ
ち 前 記 「 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ ） 」 の 場 合 、 ２ ０ ５ に は ３ 分 割 し た デ ー タ の 第 一 の ブ ロ
ッ ク の 記 憶 開 始 位 置 を 、 ２ ０ ６ に は ３ 分 割 し た デ ー タ の 第 二 の ブ ロ ッ ク の 記 憶 開 始 位 置 を
、 ２ ０ ７ に は ３ 分 割 し た デ ー タ の 第 三 の ブ ロ ッ ク の 記 憶 開 始 位 置 を 、 ２ ０ ８ に は パ リ テ ィ
ブ ロ ッ ク の 記 憶 開 始 位 置 を 、 ぞ れ ぞ れ 格 納 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ （ ２ ） と 呼 ば れ る 二 重 化 を 行 う 記 憶 方 法 で は 、 ２ ０ ５ に 正 デ ー タ の 記
憶 開 始 位 置 を 、 ２ ０ ６ に 副 デ ー タ の 記 憶 開 始 位 置 を 格 納 し 、 ２ ０ ７ 、 ２ ０ ８ は 利 用 し な い
。 ま た 、 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ０ （ ４ ） と 呼 ば れ る 、 ４ 分 割 を 行 う 記 憶 方 法 で は 、 ４ 分 割 し た そ れ ぞ れ
の デ ー タ を 先 頭 か ら 順 に ２ ０ ５ 、 ２ ０ ６ 、 ２ ０ ７ 、 ２ ０ ８ に そ れ ぞ れ 格 納 す る 。 本 実 施 例
で は デ ィ ス ク 装 置 ４ 台 の 例 を 説 明 し て い る た め ２ ０ ５ か ら ２ ０ ８ ま で の ４ 列 を 記 憶 位 置 情
報 に 利 用 し て い る が 、 ｎ 台 の 場 合 に は ｎ 列 が 必 要 と な る 。 将 来 の デ ィ ス ク 装 置 の 増 設 に 備
え て 実 際 の 台 数 以 上 の 列 を 持 つ フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 当 初 か ら 作 成 し て お く こ と も 可 能
で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 図 ３ に デ ィ ス ク 管 理 情 報 （ １ ４ ２ ） の 例 を 示 す 。 デ ィ ス ク 管 理 情 報 は デ ィ ス ク 空 き 容 量
管 理 テ ー ブ ル （ ３ ０ １ ） と 、 デ ィ ス ク 属 性 管 理 テ ー ブ ル （ ３ ０ ２ ） か ら な る 。 デ ィ ス ク 空
き 容 量 管 理 テ ー ブ ル は デ ィ ス ク 装 置 Ｉ Ｄ （ ３ １ １ ） と 空 き 容 量 （ ３ １ ２ ） か ら な る 。 例 え
ば 、 ３ ２ １ は デ ィ ス ク 装 置 「 Ｄ ０ 」 の 空 き 容 量 が ８ ブ ロ ッ ク で あ る こ と を 意 味 す る 。 デ ィ
ス ク 属 性 管 理 テ ー ブ ル は 属 性 名 （ ３ ３ １ ） と そ の 値 （ ３ ３ ２ ） か ら な る 。 ３ ４ １ は 次 に パ
リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 書 き 込 む デ ィ ス ク 装 置 が 「 Ｄ ３ 」 で あ る こ と を 意 味 す る 。 ３ ４ ２ は デ ィ
ス ク 装 置 の ブ ロ ッ ク サ イ ズ が ３ ２ Ｋ Ｂ で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 ２ の 状 態 に 対 応 す る デ ィ ス ク 装 置 の 状 態 の 例 を 図 ４ に 示 す 。 デ ィ ス ク 装 置 （ １ ３ １ 、
１ ３ ２ 、 １ ３ ３ 、 １ ３ ４ ） の 中 の テ ー ブ ル は デ ィ ス ク に 記 憶 さ れ た デ ー タ を 意 味 す る （ １
行 が １ ブ ロ ッ ク 分 に 相 当 ） 。 ４ １ １ は デ ィ ス ク 装 置 内 の 位 置 （ ブ ロ ッ ク 番 号 ） を 意 味 す る
。 ブ ロ ッ ク 番 号 は ０ か ら 通 し 番 号 が ふ ら れ て い る 。 ４ １ ２ は デ ー タ が 格 納 さ れ る 領 域 を 表
す 。 こ こ で は ど の フ ァ イ ル の デ ー タ が 記 憶 さ れ て い る か を 表 現 す る た め に フ ァ イ ル Ｉ Ｄ 「
Ｆ １ 」 と フ ァ イ ル の ブ ロ ッ ク 番 号 「 ０ 」 を 記 述 し た 。 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク は 「 Ｐ ０ 」 の よ う
に 番 号 の 前 に 「 Ｐ 」 を 付 け て 表 現 す る 。 ４ １ ３ は 次 の デ ー タ が 格 納 さ れ る ブ ロ ッ ク 番 号 を
意 味 す る 。 「 Ｅ 」 は 最 後 の ブ ロ ッ ク で あ る こ と を 、 空 白 は 未 使 用 で あ る こ と を 意 味 す る 。
例 え ば 、 ４ ２ １ は デ ィ ス ク 装 置 「 Ｄ ３ 」 の ブ ロ ッ ク 番 号 「 ５ 」 に フ ァ イ ル 「 Ｆ １ 」 の ０ 番
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目 の デ ー タ ブ ロ ッ ク が 記 憶 さ れ て お り 、 次 の デ ー タ ブ ロ ッ ク が 「 ６ 」 で あ る こ と を 意 味 す
る 。 こ の 例 で は 、 デ ィ ス ク 装 置 「 Ｄ ３ 」 の ブ ロ ッ ク 「 ６ 」 に は フ ァ イ ル 「 Ｆ １ 」 の １ 番 目
の デ ー タ ブ ロ ッ ク が 記 憶 さ れ 、 さ ら に 、 ブ ロ ッ ク 「 ８ 」 に は フ ァ イ ル 「 Ｆ １ 」 の 最 後 の デ
ー タ ブ ロ ッ ク が 記 憶 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 ５ に 記 憶 方 法 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ ３ ） の 例 を 示 す 。 ５ ０ １ に は 記 憶 方 法 を 、 ５ ０ ２ に
は 多 重 度 を 、 ５ ０ ３ に は デ ー タ 分 割 数 を 、 ５ ０ ４ に は パ リ テ ィ 生 成 数 を 、 そ れ ぞ れ 記 憶 す
る 。 例 え ば 、 ５ １ １ は 記 憶 方 法 「 Ｒ ５ （ ３ ＋ １ ） 」 が 、 多 重 度 １ 、 分 割 数 ３ 、 パ リ テ ィ 生
成 数 １ で あ る こ と を 意 味 す る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ６ に デ ー タ を 書 き 込 む 際 の 手 順 を 示 す 。 は じ め に フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 を 決 定 す る （ ス
テ ッ プ ６ ０ １ ） 。 こ れ に は 、 ユ ー ザ が 対 話 的 に 指 定 す る 方 法 、 上 位 ア プ リ ケ ー シ ョ ン プ ロ
グ ラ ム が 決 定 し 本 プ ロ グ ラ ム に 通 知 す る 方 法 、 フ ァ イ ル 種 別 ／ サ イ ズ な ど の 属 性 情 報 か ら
あ ら か じ め 設 定 し た ル ー ル に 則 っ て 決 定 す る 方 法 、 初 め て の 書 き 込 み 時 は あ ら か じ め 決 め
た 記 憶 方 法 で 書 き 込 み 、 そ の 後 に 上 位 ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら 記 憶 方 法 を 変 更 す る 方 法 な ど
様 々 な 方 法 が 考 え ら れ る 。 本 発 明 は 記 憶 方 法 の 決 定 方 法 に 依 存 せ ず 有 効 に 働 く た め 、 こ こ
で は 前 記 の 方 法 な ど に よ り 記 憶 方 法 が 決 定 さ れ た と 仮 定 し て 話 を 進 め る 。
　 次 に デ ィ ス ク 装 置 に 十 分 な 空 き 領 域 が あ る か ど う か を 調 べ る （ ス テ ッ プ ６ １ １ ） 。 同 じ
サ イ ズ の フ ァ イ ル を 書 き 込 む 場 合 で も 記 憶 方 法 に よ っ て 必 要 と な る デ ィ ス ク 容 量 が 異 な る
可 能 性 が あ る こ と を 考 慮 す る 必 要 が あ る 。 例 え ば 、 ６ ０ Ｋ Ｂ の フ ァ イ ル を 記 憶 方 法 Ｒ Ａ Ｉ
Ｄ ０ （ ２ ） で 書 き 込 む 場 合 、 ２ つ の デ ィ ス ク 装 置 に ひ と つ ず つ 空 き ブ ロ ッ ク が あ れ ば 書 き
込 み 可 能 で あ る が 、 同 じ フ ァ イ ル を 記 憶 方 法 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ （ ２ ） で 書 き 込 む 場 合 、 ２ つ の デ
ィ ス ク 装 置 に ２ つ ず つ の 空 き ブ ロ ッ ク が 必 要 と な る 。 十 分 な 空 き 領 域 が 存 在 し な い 場 合 、
書 き 込 み エ ラ ー と な る 。
　 次 に デ ー タ を 一 定 の 長 さ の ブ ロ ッ ク に 分 割 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ２ ） 。 ブ ロ ッ ク サ イ ズ は
前 記 ３ ４ ２ の 値 （ ３ ２ Ｋ Ｂ ） を 利 用 す る 。
　 次 に パ リ テ ィ が 必 要 な 記 憶 方 法 か ど う か を 判 定 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ３ ） 。 判 定 に は 記 憶
方 法 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ ３ 、 図 ５ ） の パ リ テ ィ 生 成 数 欄 （ ５ ０ ４ ） を 利 用 す る 。 パ リ テ ィ
が 必 要 な 記 憶 方 法 で あ る 場 合 、 記 憶 方 法 お よ び デ ー タ ブ ロ ッ ク 数 に よ っ て 決 ま る 数 の パ リ
テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ４ ） 。 例 え ば 、 記 憶 方 法 が Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １
Ｐ ） で あ る 場 合 、 デ ー タ ブ ロ ッ ク ３ つ に 対 し て １ つ の パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク が 必 要 な の で 、 ブ
ロ ッ ク サ イ ズ が ３ ２ Ｋ Ｂ の 場 合 、 フ ァ イ ル サ イ ズ ９ ６ Ｋ Ｂ （ ３ ２ Ｋ Ｂ × ３ ） 毎 に ひ と つ の
パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 す る 。
　 次 に 書 き 込 み 先 デ ィ ス ク 装 置 と そ の 位 置 を 決 定 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ５ ） 。 本 発 明 で は 、
空 き 領 域 が 十 分 に あ る デ ィ ス ク 装 置 の 台 数 以 下 で 実 現 可 能 な 記 憶 方 法 に 対 応 可 能 で あ る 。
よ っ て 、 な る べ く 多 種 の 記 憶 方 法 に 対 応 す る た め に は デ ィ ス ク 装 置 の 空 き 領 域 が 均 等 に な
る よ う に 、 空 き 領 域 の 多 い デ ィ ス ク 装 置 か ら 優 先 的 に 書 き 込 み 先 デ ィ ス ク 装 置 を 決 定 す る
。 例 え ば 、 ４ 台 の デ ィ ス ク 装 置 に 空 き 領 域 が 存 在 す る 場 合 、 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ ） で
記 憶 す る こ と は 可 能 で あ る が 、 ４ 台 の 内 １ 台 の 空 き 領 域 が な く な る と 、 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ
＋ １ Ｐ ） で 記 憶 す る こ と が で き な く な る 。 空 き 領 域 は デ ィ ス ク 空 き 容 量 管 理 テ ー ブ ル （ ３
０ １ ） で 管 理 す る 。 デ ィ ス ク 装 置 内 の 書 き 込 み 位 置 は 空 き ブ ロ ッ ク の 中 か ら 選 択 す る 。 連
続 す る ブ ロ ッ ク で な く て も 構 わ な い 。
　 次 に 前 ス テ ッ プ で 決 定 し た デ ィ ス ク 装 置 に 書 き 込 み を 行 う （ ス テ ッ プ ６ ０ ６ ） 。 記 憶 方
法 に よ っ て は デ ー タ ブ ロ ッ ク だ け で な く パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 書 き 込 み も 行 う 。 ま た 、 記 憶
方 法 に よ っ て は 同 じ デ ー タ ブ ロ ッ ク を 複 数 の デ ィ ス ク 装 置 に 書 き 込 む 事 も あ る 。
　 最 後 に 、 関 連 す る 管 理 テ ー ブ ル の 内 容 を 更 新 す る （ ス テ ッ プ ６ ０ ７ ） 。 本 実 施 例 で は フ
ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） 、 デ ィ ス ク 空 き 容 量 管 理 テ ー ブ ル （ ３ ０ １ ） 、 デ ィ ス ク 属
性 管 理 テ ー ブ ル （ ３ ０ ２ ） が 更 新 対 象 と な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 書 き 込 み 手 順 に 従 っ て 実 際 に 書 き 込 み を 行 う 例 を 以 下 に 示 す 。 こ こ で は フ ァ イ ル 管
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理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） が 図 ２ の 状 態 、 デ ィ ス ク 管 理 情 報 （ １ ４ ２ ） が 図 ３ の 状 態 、 デ ィ ス
ク 装 置 の 利 用 状 況 が 図 ４ の 状 態 で あ る 時 に 、 図 ７ に 示 す 書 き 込 み 要 求 ＃ ２ か ら ＃ ４ が 来 た
場 合 を 想 定 す る 。
　 図 ７ は ユ ー ザ ま た は 上 位 ア プ リ ケ ー シ ョ ン か ら の 書 き 込 み 要 求 を 表 す テ ー ブ ル で 、 書 き
込 み 要 求 番 号 ＃ １ は 既 に 処 理 さ れ て い る も の と す る 。 ７ ０ １ に は 書 き 込 み 要 求 番 号 、 ７ ０
２ に は フ ァ イ ル 名 を 含 む パ ス 、 ７ ０ ３ に は フ ァ イ ル の サ イ ズ 、 ７ ０ ４ に は 記 憶 方 法 、 ７ ０
５ に は デ ー タ ブ ロ ッ ク を 格 納 す る 。 例 え ば 、 ７ １ １ は 書 き 込 み 要 求 ＃ ２ が 「 サ イ ズ ６ ０ Ｋ
Ｂ の フ ァ イ ル 『 important.doc』 を デ ィ レ ク ト リ 『 /』 に 記 憶 方 法 『 Ｒ １ （ ２ ） 』 す な わ ち
『 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ （ ２ ） 』 と 呼 ば れ る 、 2台 の デ ィ ス ク 装 置 に 二 重 化 し て デ ー タ を 書 き 込 む 」
要 求 で あ る こ と を 表 す 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 ７ の 書 き 込 み 要 求 ＃ ２ を 処 理 す る 様 子 を 説 明 す る 。 は じ め に 当 該 書 き 込 み 要 求 を 処 理
す る の に 十 分 な 空 き 領 域 （ ２ 台 の デ ィ ス ク に ２ ブ ロ ッ ク 以 上 の 空 き ） が あ る か ど う か 調 べ
る 。 次 に 、 こ の フ ァ イ ル の 先 頭 か ら ３ ２ Ｋ Ｂ 分 の 「 Ｆ ２ ＿ ０ 」 と 残 り の デ ー タ と 未 使 用 領
域 を 含 む 「 Ｆ ２ ＿ １ 」 の ２ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク に 分 割 す る 。 「 Ｒ １ （ ２ ） 」 に は パ リ テ ィ
は 不 要 な の で パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク は 生 成 し な い 。 「 Ｒ １ （ ２ ） 」 で 記 憶 す る た め に は ２ 台 の
デ ィ ス ク 装 置 が 必 要 な の で 、 デ ィ ス ク 装 置 の 空 き 容 量 テ ー ブ ル か ら 空 き 容 量 の 多 い 順 に デ
ィ ス ク 「 Ｄ ０ 」 と 「 Ｄ ２ 」 を 選 択 し て 、 書 き 込 み を 行 う 。 書 き 込 み 後 の デ ィ ス ク の 様 子 を
図 ９ に 示 す 。 デ ィ ス ク Ｄ ０ の ブ ロ ッ ク １ か ら （ ９ １ １ ） と 、 デ ィ ス ク Ｄ ２ の ブ ロ ッ ク ４ か
ら （ ９ １ ２ ） の ２ 箇 所 に 同 じ デ ー タ （ Ｆ ２ ＿ ０ と Ｆ ２ ＿ １ ） が 書 き 込 ま れ た の が 分 か る 。
最 後 に 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル に 当 該 フ ァ イ ル の 情 報 を 登 録 し （ 図 ８ の ８ １ １ ） 、 デ ィ ス
ク 管 理 情 報 を 更 新 す る （ デ ィ ス ク Ｄ ０ と Ｄ ２ の 空 き 容 量 を ２ 減 ら す ） 。 フ ァ イ ル 管 理 テ ー
ブ ル の 当 該 フ ァ イ ル の 行 （ ８ １ １ ） に は デ ー タ の 記 録 場 所 「 Ｄ ０ ＿ １ 」 と 「 Ｄ ２ ＿ ４ 」 が
記 録 さ れ る 。 「 Ｄ ０ ＿ １ 」 は デ ィ ス ク 装 置 「 Ｄ ０ 」 の ブ ロ ッ ク 「 １ 」 を 意 味 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 同 様 に 図 ７ の 書 き 込 み 要 求 ＃ ３ を 処 理 す る 様 子 を 説 明 す る 。 は じ め に 十 分 な 空 き 領 域 が
あ る こ と を 確 認 し 、 次 に １ ５ ８ Ｋ Ｂ の フ ァ イ ル を ３ ２ Ｋ Ｂ 毎 に ５ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク に 分
割 す る （ 先 頭 か ら 順 に Ｆ ３ ＿ ０ 、 Ｆ ３ ＿ １ 、 Ｆ ３ ＿ ２ 、 Ｆ ３ ＿ ３ 、 Ｆ ３ ＿ ４ と 呼 ぶ ） 。 記
憶 方 法 「 Ｒ ５ （ ３ ＋ １ ） 」 は ３ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク 毎 に １ つ の パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 必 要 と
す る の で 、 先 頭 か ら ３ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク （ Ｆ ３ ＿ ０ 、 Ｆ ３ ＿ １ 、 Ｆ ３ ＿ ２ ） に 対 し て 、
パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 す る （ Ｆ ３ ＿ Ｐ １ と 呼 ぶ ） 。 さ ら に 、 残 り の ２ つ の デ ー タ ブ ロ ッ
ク （ Ｆ ３ ＿ ３ 、 Ｆ ３ ＿ ４ ） と あ ら か じ め 決 め た 特 定 の デ ー タ 列 （ 全 て ０ な ど ） か ら な る ダ
ミ ー デ ー タ ブ ロ ッ ク に 対 し て 、 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 す る （ Ｆ ３ ＿ Ｐ ２ と 呼 ぶ ） 。 次 に
、 ４ つ の デ ィ ス ク 装 置 に 分 散 し て デ ー タ ブ ロ ッ ク お よ び パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 書 き 込 み を 行
う 。 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 最 初 に 書 き 込 む デ ィ ス ク は 「 Next　 Parity　 Disk」 の 値 「 Ｄ ３ 」
と す る 。 こ れ は 特 定 の デ ィ ス ク に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク が 集 中 し な い よ う に す る た め に 利 用 す
る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 書 き 込 み 後 の デ ィ ス ク の 様 子 を 図 １ ０ に 示 す 。 デ ィ ス ク Ｄ ０ の ブ ロ ッ ク ４ か ら （ １ ０ １
１ ） 、 デ ィ ス ク Ｄ １ の ブ ロ ッ ク ２ か ら （ １ ０ １ ２ ） 、 デ ィ ス ク Ｄ ２ の ブ ロ ッ ク ６ か ら （ １
０ １ ３ ） 、 デ ィ ス ク Ｄ ３ の ブ ロ ッ ク ３ か ら （ １ ０ １ ４ ） 、 の ４ 箇 所 に デ ー タ お よ び パ リ テ
ィ ブ ロ ッ ク が 書 き 込 ま れ た の が 分 か る 。 最 後 に 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル に 当 該 フ ァ イ ル の
情 報 を 登 録 し （ 図 ８ の フ ァ イ ル 識 別 Ｉ Ｄ ＃ Ｆ ３ ） 、 デ ィ ス ク 管 理 情 報 を 更 新 す る （ 各 デ ィ
ス ク の 空 き 容 量 を 利 用 し た ブ ロ ッ ク 分 だ け 減 ら し 、 デ ィ ス ク 属 性 情 報 の 「 Next　 Parity　
Disk」 を 「 Ｄ １ 」 に 変 更 す る ） 。
　 こ の 例 で は 記 憶 方 式 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ の パ リ テ ィ を 分 散 さ せ る ア ル ゴ リ ズ ム と し て 「 Left　 Sy
mmetric」 と 呼 ば れ る 、 ブ ロ ッ ク の 並 び を 順 次 左 に 回 転 さ せ る も の を 適 用 し た 。 す な わ ち
、 デ ー タ の 先 頭 か ら 順 に ３ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク と そ れ に 対 応 す る パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 組 み
合 わ せ て ４ つ の ブ ロ ッ ク か ら な る 「 ブ ロ ッ ク グ ル ー プ 」 を 作 り 、 ブ ロ ッ ク グ ル ー プ 毎 に パ
リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 位 置 が 左 へ ひ と つ ず つ ず れ る よ う に ４ ブ ロ ッ ク の 並 び 全 体 を 左 回 転 さ せ
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て 書 き 込 み を 行 う 。 例 え ば 、 最 初 の ブ ロ ッ ク グ ル ー プ に 対 応 す る パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 最 初
に デ ィ ス ク D３ に 書 き 込 ん だ ら 、 次 の ３ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク に 対 応 す る パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク
が デ ィ ス ク D２ に な る よ う に 、 ４ ブ ロ ッ ク 全 体 を 左 に ず ら す 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の ア ル ゴ リ ズ ム を 適 用 し た 書 き 込 み の 例 を 図 １ ３ に 示 す 。 テ ー ブ ル １ ３ ０ １ に 、 合 計
７ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク か ら な る フ ァ イ ル 「 Ｆ ７ 」 を Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ ） で 記 憶 す る
た め に 先 頭 か ら ３ ブ ロ ッ ク 毎 に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 生 成 し た 様 子 を 示 す 。 １ ３ １ １ は ブ ロ
ッ ク グ ル ー プ 番 号 を 、 １ ３ １ ２ は デ ー タ ブ ロ ッ ク を 、 １ ３ １ ３ は パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク を 意 味
す る 。 こ れ を 書 き 込 む 際 に パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 位 置 が ず れ る よ う に 配 置 し た 例 を テ ー ブ ル
１ ３ ０ ２ に 示 す 。 列 １ ３ ２ １ は デ ィ ス ク Ｄ ０ に 書 き 込 む ブ ロ ッ ク を 、 列 １ ３ ２ ２ は デ ィ ス
ク Ｄ １ に 書 き 込 む ブ ロ ッ ク を 、 列 １ ３ ２ ３ は デ ィ ス ク Ｄ ２ に 書 き 込 む ブ ロ ッ ク を 、 列 １ ３
２ ４ は デ ィ ス ク Ｄ ３ に 書 き 込 む ブ ロ ッ ク を 表 す 。 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク が 順 次 ず れ て 記 憶 さ れ
る 様 子 が 分 か る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 同 様 に 図 ７ の 書 き 込 み 要 求 ＃ ４ を 処 理 す る 様 子 を 説 明 す る 。 は じ め に 十 分 な 空 き 領 域 （
４ つ の デ ィ ス ク 装 置 に ひ と つ ず つ の 空 き ブ ロ ッ ク ） が あ る こ と を 確 認 し 、 次 に １ １ ０ Ｋ Ｂ
の フ ァ イ ル を ３ ２ Ｋ Ｂ 毎 に ４ つ の デ ー タ ブ ロ ッ ク に 分 割 す る （ 先 頭 か ら 順 に Ｆ ４ ＿ ０ 、 Ｆ
４ ＿ １ 、 Ｆ ４ ＿ ２ 、 Ｆ ４ ＿ ３ と 呼 ぶ ） 。 記 憶 方 法 「 Ｒ ０ （ ４ ） 」 は デ ー タ を 多 重 化 せ ず に
４ 分 割 し て 書 き 込 む 方 法 で 、 パ リ テ ィ は 必 要 な い 。 書 き 込 み 後 の デ ィ ス ク の 様 子 を 図 １ １
に 示 す 。 デ ィ ス ク Ｄ ０ の ブ ロ ッ ク ７ （ １ １ １ １ ） と 、 デ ィ ス ク Ｄ １ の ブ ロ ッ ク ３ （ １ １ １
２ ） 、 デ ィ ス ク Ｄ ２ の ブ ロ ッ ク ３ （ １ １ １ ３ ） 、 デ ィ ス ク Ｄ ３ の ブ ロ ッ ク ２ （ １ １ １ ４ ）
の 合 計 ４ 箇 所 に 分 散 し て デ ー タ が 書 き 込 ま れ た の が 分 か る 。 最 後 に 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ
ル に 当 該 フ ァ イ ル の 情 報 を 登 録 し （ 図 ８ の フ ァ イ ル 識 別 Ｉ Ｄ ＃ Ｆ ４ ） 、 デ ィ ス ク 管 理 情 報
を 更 新 す る （ 各 デ ィ ス ク 空 き 容 量 を １ 減 ら す ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ ２ に デ ー タ を 読 み 込 む 際 の 手 順 を 示 す 。 は じ め に フ ァ イ ル の 管 理 情 報 を 取 得 す る （
ス テ ッ プ １ ２ ０ １ ） 。 こ れ に よ り 、 フ ァ イ ル の 記 憶 方 法 お よ び そ の 記 憶 場 所 が 分 か る 。 次
に 読 み 込 み を 行 う デ ィ ス ク 装 置 を 決 定 し （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ２ ） 、 読 み 出 し 指 示 を デ ィ ス ク
装 置 に 送 る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ３ ） 。 デ ー タ を 多 重 化 し て 記 憶 し て い る 場 合 に は 記 憶 し て い
る 全 て の デ ィ ス ク 装 置 に 読 み 出 し 指 示 を 送 っ て 最 短 で 読 み 出 し を 行 う こ と が で き る デ ィ ス
ク か ら の み 読 み 込 ん で も 良 い 。 次 に 必 要 と な る 全 デ ー タ ブ ロ ッ ク が 正 し く 読 み 出 せ た か ど
う か 調 べ る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ４ ） 。 特 定 の デ ィ ス ク 装 置 の 故 障 な ど の 原 因 で デ ー タ の 一 部
が 正 常 に 読 み 出 せ な い 場 合 、 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク か ら 欠 損 し た デ ー タ ブ ロ ッ ク の 復 旧 を 試 み
る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ５ ） 。 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の な い 記 憶 方 法 で あ る 場 合 、 ま た は 、 パ リ テ
ィ か ら デ ー タ ブ ロ ッ ク を 復 旧 で き な い 場 合 は エ ラ ー と な る （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ６ ） 。 最 後 に
全 て の デ ー タ ブ ロ ッ ク が 揃 っ た ら そ れ ら を 連 結 し て （ ス テ ッ プ １ ２ ０ ７ ） 読 み 出 し 処 理 を
終 了 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 次 に 、 記 憶 方 法 （ Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル ） を 変 更 す る 際 の 手 順 を 説 明 す る 。 は じ め に 、 記 憶 方
法 変 更 対 象 と な る フ ァ イ ル を 図 １ ２ の 読 み 込 み 手 順 で 読 み 込 む 。 次 に 、 新 た な 記 憶 方 法 を
指 定 し て 図 ６ の 書 き 込 み 手 順 で 書 き 込 み を 行 う 。 最 後 に 、 旧 記 憶 方 法 で 利 用 し て い た 領 域
を 解 放 す る 。 多 重 度 を ２ か ら １ に 変 更 す る 場 合 に は 、 単 純 に 空 き 領 域 の 少 な い デ ィ ス ク 装
置 上 の コ ピ ー を 削 除 し 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 更 新 す る 処 理 を 行 っ て も 良 い 。 ま た 、 逆
に 多 重 度 を １ か ら ２ に 変 更 す る 場 合 に は 、 当 該 フ ァ イ ル が 未 使 用 の デ ィ ス ク 装 置 の 中 か ら
空 き 領 域 最 大 の デ ィ ス ク 装 置 を 選 択 し て コ ピ ー を 作 成 し 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 更 新 す
る 処 理 を 行 っ て も 良 い 。 Ｒ Ａ Ｉ Ｄ レ ベ ル の 変 更 に よ る 記 憶 方 法 の 変 更 は 前 記 情 報 ラ イ フ サ
イ ク ル 管 理 を 行 う 際 に も 効 果 的 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 次 に 、 フ ァ イ ル を 削 除 す る 際 の 手 順 を 説 明 す る 。 は じ め に 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル か ら
削 除 対 象 フ ァ イ ル の 記 憶 位 置 を 探 し 出 し 、 当 該 ブ ロ ッ ク を そ の 連 鎖 を た ど り な が ら 「 未 使
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用 」 領 域 と す る 。 多 重 化 し て 記 憶 し て い る 場 合 に は 、 存 在 す る 存 在 す る 全 て の コ ピ ー に 対
し て 本 処 理 を 行 う 。 最 後 に フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル か ら 当 該 フ ァ イ ル の 行 を 消 去 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 実 施 例 で は 説 明 を 簡 単 に す る た め に 、 全 て の フ ァ イ ル を ル ー ト デ ィ レ ク ト リ （ /） 直
下 に 配 置 し た が 、 本 発 明 の 適 用 は ル ー ト デ ィ レ ク ト リ 直 下 の フ ァ イ ル に 制 限 さ れ る も の で
は な い 。 ま た 、 本 実 施 例 で は フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル 自 体 を 各 デ ィ ス ク 装 置 の 先 頭 ブ ロ ッ ク
に １ ブ ロ ッ ク 分 だ け 存 在 す る 例 を 示 し た が 、 こ れ に 制 限 さ れ る も の で は な い 。
　 本 実 施 例 で は フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル （ １ ４ １ ） に デ ィ ス ク 装 置 内 の 物 理 ブ ロ ッ ク 番 号 を
直 接 記 憶 し た が 、 現 在 の 多 く の フ ァ イ ル シ ス テ ム が 実 装 し て い る よ う に 、 こ こ に 論 理 ブ ロ
ッ ク 番 号 を 記 憶 し 、 論 理 ブ ロ ッ ク 番 号 を 介 し て 物 理 ブ ロ ッ ク 番 号 に 到 達 す る 方 法 も 実 現 可
能 で あ る 。 こ れ に よ り 、 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を 変 更 す る こ と な く 、 デ ィ ス ク 上 の デ ー タ
ブ ロ ッ ク の 位 置 を 変 更 す る こ と が 可 能 と な る 。
ま た 、 デ ィ ス ク 装 置 内 の デ ー タ の つ な が り を た ど る の に 利 用 し て い る 情 報 ４ １ ３ に ブ ロ ッ
ク 番 号 だ け で な く 、 デ ィ ス ク 装 置 の Ｉ Ｄ を 記 憶 す る 方 法 も 実 現 可 能 で あ る 。 こ れ に よ り 、
デ ィ ス ク 装 置 を ま た ぐ よ う な 、 よ り 自 由 度 の 高 い ブ ロ ッ ク 間 の つ な が り が 構 築 可 能 と な る
。
　 ま た 、 本 実 施 例 で は デ ィ ス ク 装 置 と し て 物 理 デ ィ ス ク を 想 定 し て 説 明 し た が 、 本 実 施 例
の デ ィ ス ク 装 置 と し て 、 複 数 の 物 理 デ ィ ス ク を 束 ね て ひ と つ の 仮 想 的 な デ ィ ス ク 装 置 と し
て 扱 う 技 術 を 適 用 し て も 構 わ な い 。
　 ま た 、 デ ィ ス ク 装 置 の イ ン タ ー フ ェ イ ス と し て Ｓ Ｃ Ｓ Ｉ な ど 直 接 接 続 型 の イ ン タ ー フ ェ
イ ス だ け で な く 、 ネ ッ ト ワ ー ク を 介 し て 接 続 す る イ ン タ ー フ ェ イ ス を 適 用 し て も 構 わ な い
。 そ の 場 合 に は 、 デ ィ ス ク 装 置 Ｉ Ｄ と し て ネ ッ ト ワ ー ク ア ド レ ス や Ｕ Ｒ Ｌ な ど が 利 用 さ れ
る 可 能 性 が あ る 。
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 説 明 を 簡 単 化 す る た め に 、 書 き 込 み 対 象 の フ ァ イ ル の デ ー タ が 全 て
揃 っ た 後 、 書 き 込 み を 行 う 例 を 説 明 し た が 、 書 き 込 み 対 象 の フ ァ イ ル の 先 頭 か ら 記 憶 方 法
に 応 じ た 分 の デ ー タ が 確 定 し た 段 階 で 、 そ の 分 の 書 き 込 み を 行 う 方 法 も 適 用 可 能 で あ る 。
こ の 方 法 で は 、 デ ー タ 書 き 込 み の 最 小 単 位 の デ ー タ が 揃 っ た 時 点 で 一 旦 ひ と つ の フ ァ イ ル
と し て 書 き 込 み を 行 い 、 そ の 後 の デ ー タ の 増 加 に 応 じ て 、 追 加 書 き 込 み を 行 い デ ー タ を 末
尾 に 連 結 す る 。 追 加 書 き 込 み を 行 う 際 に は 、 直 前 に 書 き 込 ん だ デ ー タ ブ ロ ッ ク の 次 ブ ロ ッ
ク と し て 追 加 書 き 込 み を 行 っ た ブ ロ ッ ク の ブ ロ ッ ク 番 号 を 記 憶 す る 。 例 え ば 、 記 憶 方 法 が
Ｒ Ａ Ｉ Ｄ １ （ ２ ） で あ る 場 合 、 先 頭 の ブ ロ ッ ク サ イ ズ （ ３ ２ Ｋ Ｂ ） 分 の デ ー タ が 確 定 し た
段 階 で 、 そ の 分 の 書 き 込 み （ 二 重 化 す る た め ２ ブ ロ ッ ク 分 の 書 き 込 み ） を 実 施 し 、 デ ー タ
の 増 加 に 応 じ て 順 次 書 き 込 み を 実 施 す る よ う に す る 。 記 憶 方 法 が Ｒ Ａ Ｉ Ｄ ５ （ ３ Ｄ ＋ １ Ｐ
） で あ る 場 合 、 先 頭 か ら ３ ブ ロ ッ ク 分 （ ９ ６ Ｋ Ｂ ） が 確 定 し た 段 階 で 、 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク
を 生 成 し 、 １ ブ ロ ッ ク グ ル ー プ 分 の 書 き 込 み を 行 い 、 デ ー タ の 増 加 に 応 じ て 順 次 書 き 込 み
を 実 施 す る 。 直 前 の 書 き 込 み 後 の フ ァ イ ル サ イ ズ か ら パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 位 置 は 計 算 可 能
で あ る 。
　 ま た 、 本 実 施 例 で は 書 き 込 み を 行 う 際 に 、 各 デ ィ ス ク 装 置 の 空 き 領 域 が 均 等 化 す る よ う
に 書 き 込 み を 行 う が 、 多 数 の フ ァ イ ル の 削 除 が 実 行 さ れ た 場 合 、 空 き 領 域 に 偏 り が 生 じ る
場 合 が あ る 。 こ の よ う な 場 合 に 、 空 き 領 域 を 均 等 化 す る 処 理 が デ ィ ス ク 領 域 の 有 効 利 用 に
つ な が る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 新 た な デ ィ ス ク 装 置 を 増 設 し た 際 に も こ の 処 理 が 有 効 に 働
く 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 、 デ ィ ス ク 装 置 の 空 き 領 域 を 均 等 化 す る 処 理 の 手 順 を 説 明 す る 。 は じ め に 、 移 動 可
能 な フ ァ イ ル を 検 索 す る 。 空 き 領 域 最 少 の デ ィ ス ク を 利 用 し て い る 、 か つ 、 空 き 領 域 最 大
の デ ィ ス ク を 利 用 し て い な い 、 フ ァ イ ル が 移 動 対 象 と し て 適 当 で あ る 。 次 に 、 空 き 領 域 最
少 の デ ィ ス ク 上 の 当 該 フ ァ イ ル の 利 用 し て い る ブ ロ ッ ク を 空 き 領 域 最 大 の デ ィ ス ク 上 に コ
ピ ー す る 。 次 に 、 当 該 フ ァ イ ル の フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル を コ ピ ー 先 を 指 す よ う に 更 新 す る
。 最 後 に 、 当 該 フ ァ イ ル が 利 用 し て い た 空 き 領 域 最 少 の デ ィ ス ク 内 の 領 域 を 解 放 す る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】
【 図 １ 】 機 器 構 成 を 示 し た 図 。
【 図 ２ 】 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル の 構 造 を 示 し た 図 （ そ の １ ） 。
【 図 ３ 】 デ ィ ス ク 管 理 情 報 の 構 造 を 示 し た 図 。
【 図 ４ 】 デ ィ ス ク 装 置 内 の ブ ロ ッ ク の 利 用 状 況 を 示 し た 図 （ そ の １ ） 。
【 図 ５ 】 記 憶 方 法 管 理 テ ー ブ ル の 構 造 を 示 し た 図 。
【 図 ６ 】 書 き 込 み 処 理 手 順 を 示 し た 図 。
【 図 ７ 】 フ ァ イ ル 書 き 込 み 要 求 を 示 し た 図 。
【 図 ８ 】 フ ァ イ ル 管 理 テ ー ブ ル の 構 造 を 示 し た 図 。
【 図 ９ 】 デ ィ ス ク 装 置 内 の ブ ロ ッ ク の 利 用 状 況 を 示 し た 図 （ そ の ２ ） 。
【 図 １ ０ 】 デ ィ ス ク 装 置 内 の ブ ロ ッ ク の 利 用 状 況 を 示 し た 図 （ そ の ３ ） 。
【 図 １ １ 】 デ ィ ス ク 装 置 内 の ブ ロ ッ ク の 利 用 状 況 を 示 し た 図 （ そ の ４ ） 。
【 図 １ ２ 】 フ ァ イ ル 読 み 込 み 手 順 を 示 し た 図 。
【 図 １ ３ 】 パ リ テ ィ ブ ロ ッ ク の 書 き 込 み 位 置 を 説 明 す る た め の 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ２ ０ １ 　 フ ァ イ ル 識 別 Ｉ Ｄ
　 ２ ０ ２ 　 フ ァ イ ル 名
　 ２ ０ ３ 　 フ ァ イ ル サ イ ズ
　 ２ ０ ４ 　 フ ァ イ ル 記 憶 方 法
　 ２ ０ ５ 　 フ ァ イ ル 記 憶 開 始 位 置 情 報
　 ４ １ １ 　 デ ィ ス ク 内 ブ ロ ッ ク 番 号
　 ４ １ ２ 　 デ ー タ 記 憶 領 域
　 ４ １ ３ 　 次 デ ー タ の ブ ロ ッ ク 番 号
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】 【 図 １ ３ 】
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